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   今回のＥＳＤ通信では、国連で定められた達成すべき１７の目標であるSDGs（持続可能 

 な開発目標）がどのように学校教育における教科と関連があるのかを紹介していきます。ま 

た、後半では、SDGs 達成に向けた新居浜市ＰＴＡ連合会の取組を紹介します。 

 

 

第５６回愛媛県社会科夏期研究会（８月２日）：西条市中央公民館 

 
社会科では研究主題「持続可能な社会を生きるために～自  

分ごととして「問い・考え・表現する」社会科学習～＜第３
年次＞」を立てて研究を行っています。８月２日に西条市中
央公民館において開催された第５６回愛媛県社会科夏期研
究会で新居浜市立別子中学校の池田光希教諭が、『歴史的分
野「日本の産業革命～別子銅山と足尾銅山～」の実践を通し
て』という主題で研究発表しました。 
県内各地から、社会科教員を中心に５０名を超える参加者

が集い、社会科の授業による持続可能な社会づくりに向けた
人材の育成について熱心な協議が行われました。                                                   

 

関連付けられる 

SDGs 

 

 

 真谷川生態調査及び船木地区の自然環境保護活動（８月２２日） 

                            市民の森・真谷川周辺 

 

                  夏休み中、船木中学校２年生有志８名が真谷川の生態調査

をとべ動物園、住鉱テクノリサーチ、愛媛大学生のご指導、

ご協力のもと行いました。この活動を通して、現在の地域の

自然環境を知り、その保全とより良い環境づくりについて考

えることができました。 

                  この日に確認できた底生動物（水中や水辺に住んでいる貝

やエビ、カニ、水生昆虫のこと）は１５種で、うち１１種が

水生昆虫でした。８月４日に行った事前調査時に比べて、 

明らかに水生昆虫は少なくなっていました。昨今の猛暑が関係している可能性があるそうです。出 

現種や水質判定の結果から、現在のところの河川環境は良好と判断することはできましたが、昨今 

の地震や豪雨災害、猛暑などの気候変動や人為的な環境汚染が環境に及ぼす影響は絶大です。 

今回参加した生徒が今回の調査結果を他の生徒や地域に発信することで、自分たちが住む地域の 

自然環境への関心が高まり、主体的な学びへのきっかけになることを期待します。 
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市Ｐ連啓発講座「SDGs 研修」（８月２９日）：新居浜市市民文化センター 

 

 

 新居浜・モザンビークＥＳＤ交流会（９月２０日）惣開公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０２０年の東京オリンピック事前合宿候補地視察のために来日された、モザンビークオリンピ

ック委員会のアニバル・マナベ会長、バリゲ・タウアボ副会長、ペナルバ・セザール事務局長をお

招きした交流活動が行われました。まず、新居浜グローバルネットワークの小松さんより「モザン

ビークＥＳＤツアー」の報告があり、その後、ＥＳＤに関連した内容で、惣開小学校の井上校長先

生と５年生４名による取組発表、新居浜市教育委員会の取組発表、泉川中学校３年生２名による取

組発表がありました。英語やポルトガル語を交えながらの発表にモザンビークの３名の方々も感心

していました。ＥＳＤ推進やＳＤＧｓ達成が世界共通の関心事であることを理解したり、コミュニ

ケーションをとるために英語学習の必要性を感じたりすることができた交流会でした。 

 

 

 

 新居浜市ＰＴＡ連合会、地域・学校連携部会による SDGs に関する研修会が新居浜市市民文化

センター４階大会議室で行われました。参加者は、市Ｐ連学校・地域連携部員、市Ｐ連広報部員、

各単位ＰＴＡ会員、教職員で約１００名の方々が集まりました。まず初めに、新居浜市教育委員会

の榎木奨悟次長兼教育力向上戦略監の講義からＳＤＧsについての理解を深めたうえで、これまで

のＰＴＡ活動や家庭での活動を振り返りました。行ってきた様々な活動をＳＤＧsと結び付けて考

えることができました。その後のワークショップでは、他の人と意見やアイデアを交換しながら、

それぞれの学校ＰＴＡ全体で共有していきたいことをまとめていきました。まとめられた考えは、

新居浜市ＰＴＡ連合会が発行する広報誌の中の記事として掲載し、市内全域に広めていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


